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はじめに  

 

すべての子どもたちに家庭での生活を（Family Life for Every Child: FLEC）という思いをこ

めて、社会的養護とその関連分野にさまざまな立場で携わる関係者が集い、相互のネットワーク

の構築・強化を図るとともに、実効性のある施策について意見を交わすことを目的に、毎年開催

してきた FLEC フォーラムも、今回で第６回になります。 

今回のフォーラムでは、2 つのプレセッション、特別講演・鼎談、3 つのシンポジウム、4 つの

分科会が行われ、それぞれ示唆に富んだ発表について活発な討議および意見交換がなされました。 

プレセッションでは、「乳幼児緊急里親－実際の運用と課題－」と「特別養子縁組と養育里親

の育児休業－課題と展望－」を取り上げました。 

特別講演・鼎談では、「こども家庭庁の発足と社会的養育の展望」と題して、広い視野からの

講演・鼎談を行いました。 

また、こども家庭庁発足と令和６年４月の改正児童福祉法施行を見据え、「あらためて、これ

からの家庭養護を考える」をメインシンポジウムのテーマとしつつ、今回の児童福祉法改正や子

ども家庭庁の発足を、どのようにして社会的養護を含めた子ども子育て施策全体の拡充に繋げて

いけばよいのか、行政や民間機関は、アドボカシーや人材育成をはじめとした様々な課題にどの

ように取り組んでいけばよいのか等を議論の中心においたプログラムとしました。 

メインシンポジウムに続く分科会においては、「子どもアドボカシーを当事者の視点で考え

る」、「里親支援センターの施行と今後の展望」に加えて、「子ども支援、親支援、親子関係支

援を包括する親子包括支援に向けて」や「これからの里親制度について本音で語り合おう！」と

いったこれまで深く議論されてこなかった課題についても先駆的に取り上げ、率直な議論を行い

ました。 

さらに、第２シンポジウムでは、新たに創設されるこども家庭センターのあり方を問い、クロ

ージングシンポジウムでは、教育施策と社会的養護の連携と協働について、文部科学省や教育現

場の方々を交え、実際の現場における連携がどれくらいできているのか、どのような課題・論点

があるのか等について、掘り下げた議論を行いました。 

また、今回、メインのプログラムに加えて、参加者の幅広いニーズに応えるため、新しい企画

として、フォスタリング機関と特別養子縁組の理解を進める２つの基礎セッションを開催すると

ともに、FLEC 映画祭として、家庭養護に関わる 3 つの映画の上映とトークセッションを実施しま

した。 



 

 

 

このように開催した今回のフォーラムには、500 名以上の方に参加いただくとともに、200 名

以上の方に会場にお越しいただき、レセプションにも多くの方に参加いただきました。「家庭養

護とその関連分野にさまざまな立場で携わる関係者が集い、相互のネットワークの構築・強化を

図る」ことを目的とする FLEC フォーラムらしさを感じることができたフォーラムになったと思

います。 

関わってくださったすべての皆様に心から感謝申し上げます。 

令和 6 年度は、各自治体や現場では、改正児童福祉法に基づき、新たな制度が施行され、様々

な事業が開始されております。また、自治体においては新たな社会的養育推進計画の策定をすす

める重要な時期となっております。 

私たちはこうした現場の状況や制度改正の動向を踏まえ、その対応や課題などを念頭に置いて

活動しつつ、さらなる皆様とのネットワークを構築しながら、皆様とともに、全ての子どもに家

庭での生活を、という目標を達成するための歩みを続け、その役割を果たしてまいりたいと考え

ています。 

このネットワークとフォーラムが、わが国のすべての子どもたちの未来を切り拓く一助となる

ことを切に願っております。 

 

令和 6 年３月 31 日 

全国家庭養護推進ネットワーク 
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FLEC フォーラムとは 

すべての子どもたちに家庭での生活を（Family Life for Every Child: FLEC）という思

いをこめて、家庭養護とその関連分野にさまざまな立場で携わる関係者が集い、相互のネ

ットワークの構築・強化を図るとともに、実効性のある施策について意見を交わすことを

目的に、FLEC フォーラムを開催します。 

全国家庭養護推進ネットワークとは 

家庭養護とその関連分野の関係者相互のネットワークの構築・強化を図るとともに、

実効性のある施策について、志ある方々が、それぞれの主体間の垣根や主義主張の相違

を超え、横断的に交流、討議するプラットフォームとして設立いたします。 

今回（第６回）の主なトピック 

＜プレセッション＞ 

乳幼児緊急里親－実際の運用と課題－ 

特別養子縁組と養育里親の育児休暇－課題と展望－ 

＜特別講演・鼎談＞ 

こども家庭庁の発足と社会的養育の展望 

＜メインシンポジウム＞ 

あらためて、これからの家庭養護を考える 

～改正児童福祉法施行とこども家庭庁発足を踏まえて～ 

＜基礎セッション＞ 

初めてのフォスタリング 

知ってみよう！特別養子縁組 

＜分科会＞ 

子どもアドボカシーを当事者の視点で考える 

これからどうなるフォスタリング？－里親支援センターの施行と今後の展望－ 

子ども支援、親支援、親子関係支援を包括する親子包括支援に向けて 

これからの里親制度について本音で語り合おう！ 

＜第２シンポジウム＞ 

誰が担うの？どこへ向かうの？こども家庭センター ～保健師の役割や民間支援機関と

の連携を中心に～ 

＜クロージングシンポジウム＞ 

教育施策と社会的養護の連携と協働－今、どうなってる？ どう進める？ 
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共同代表 

潮谷  義子（社会福祉法人恩賜財団済生会 会長、社会福祉法人慈愛園 相談役、前熊本県知
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柏女  霊峰（淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 

相澤   仁（大分大学福祉健康科学部 教授） 

 

幹事  

相澤  仁（大分大学福祉健康科学部 教授） 

新井 淳子（一般社団法人こどもみらい横浜 代表理事、横浜市フォスタリング機関さくらみ

らい 担当理事） 

柏女 霊峰（淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 

上鹿渡和宏（早稲田大学人間科学学術院 教授、早稲田大学社会的養育研究所 所長） 

北川 聡子（社会福祉法人麦の子会 理事長、日本ファミリーホーム協議会 会長） 

佐藤まゆみ（淑徳大学短期大学部 こども学科 教授、早稲田大学社会的養育研究所客員上級研

究員） 

潮谷 義子（社会福祉法人恩賜財団済生会 会長、社会福祉法人慈愛園 相談役、前熊本県知

事）    

長田 淳子（二葉乳児院 副施設長・フォスタリングチーム統括責任者） 

都留 和光（二葉乳児院 施設長） 

橋本 達昌（全国児童家庭支援センター協議会 会長、一陽 統括所長） 

藤井 康弘（東京養育家庭の会参与、元厚生労働省障害保健福祉部長） ※代表幹事 

宮田 俊男（医療法人社団 DEN 理事長、早稲田大学理工学術院先進理工学研究科教授） 

ロング朋子（一般社団法人 ベアホープ 代表理事） 
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設立発起人 ※設立発起人の肩書は設立当時（2019 年 2 月当時） 

相澤  仁（大分大学福祉健康科学部 教授）          

猪飼 周平（一橋大学大学院社会学研究科 教授）        

市川  亨（共同通信編集局生活報道部 次長） 

大谷 泰夫（日本保育協会理事長、元厚生労働審議官）       

奥山眞紀子（国立成育医療研究センターこころの診療部 統括部長）   

大日向雅美（恵泉女学園大学 学長）          

影山   秀人（影山法律事務所 弁護士）     

柏女 霊峰（淑徳大学総合福祉学部 教授）   

上鹿渡和宏（長野大学社会福祉学部 教授） 

唐澤   剛 （元厚生労働省家庭福祉課長、元内閣官房地方創生総括官） 

木下 勝之（日本産婦人科医会 会長） 

榊原 智子（読売新聞東京本社 調査研究本部 主任研究員） 

笹川 陽平（公益財団法人 日本財団 会長）            

潮谷 義子（社会福祉法人 慈愛園 理事長、前熊本県知事）    

澁谷 昌史（関東学院大学社会学部 教授）  

土井 香苗（ヒューマン・ライツ・ウォッチ 日本代表）        

永松  悟（大分県杵築市長）                

西澤  哲（山梨県立大学人間福祉学部 教授）         

西島 善久（公益社団法人 日本社会福祉士会 会長） 

西田 陽光（一般社団法人 次世代社会研究機構 代表理事） 

野澤 和弘（毎日新聞 論説委員）    

林  浩康（日本女子大学人間社会学部 教授） 

板東久美子（日本司法支援センター 理事長）         

福井トシ子（公益社団法人日本看護協会 会長）    

藤井 康弘（元厚生労働省障害保健福祉部長）   

宮島  清（日本社会事業大学専門職大学院 教授）  

宮田 俊男（大阪大学産学共創本部特任 教授、医療法人社団 DEN 理事長） 

村木 厚子（元厚生労働事務次官）    

村瀬嘉代子（一般財団法人 日本心理研修センター 理事長）      

山縣 文治（関西大学人間健康学部 教授） 



   

5 

 

第６回 FLECフォーラム報告

書 

 
共同代表・幹事・設立発起人・事務局 

 

 

 

山本 詩子（公益社団法人 日本助産師会 会長）           

横倉 義武（公益社団法人 日本医師会 会長）   

横堀 昌子（青山学院女子短期大学子ども学科 教授）      

米山  明（心身障害児総合医療療育センター外来療育部長）   

 

事務局 

一般社団法人共生社会推進プラットフォーム 

理事長 藤井 康弘 

事務局一同 



 

6 

 

第６回 FLECフォーラム報告 

開催概要  

〇プレセッション： 

2024 年 3 月 8 日 （金）   15:30～20:00 

WEB（Zoom ウェビナー） & 事後動画 

〇フォーラム： 

2024 年 3月  9日 （土）    9:30～18:00 

2024 年 3 月 10 日 （日）    9:30～16:05  

早稲田大学国際会議場 ＆ WEB（Zoom ウェビナー） ＆ 事後動画 

〇レセプション： 

2024 年 3月   9 日 （土）   18:30～20:30 

リーガロイヤルホテル東京 

〇主 催：全国家庭養護推進ネットワーク    

〇共 催：早稲田大学総合研究機構 

〇助 成：公益財団法人ＳＢＩ子ども希望財団 

〇対 象：家庭養護の推進に興味・関心のある方はどなたでも 

〇参加人数： 

602 名 ※登壇者、招待、報道関係、幹事、事務局含む。 

515 名 ※登壇者、招待、報道関係、幹事、事務局を除く。 

  内、一般参加 425 名（昨年は 330 名） 

内、学割参加 12 名  

内、プレセッションのみ（無料参加）78 名 

〇当日の Zoom ウェビナー参加者： 

プレセッション（3 月 8 日）：363 名 

1 日目（3 月９日）：323 名 

2 日目（3 月１０日）：262 名 

〇現地会場への来場者： 

200 名（一般参加者 188 名（事前申込 183 名、当日 5 名）、学割参加 12名） 

※登壇者、招待、報道関係、幹事、事務局を除く。 

〇レセプション参加者： 

119 名 

〇各セッションの現地での参加人数 ※会場内を目視によるカウント 

分科会１：32名（オンライン 106名）、分科会２：44 名、分科会３：58 名、 

分科会４：43名、基礎１：27 名、基礎２：35名、映画祭：40 名 
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プレセッション 

2024 年 3 月 8 日（金） 
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報告書 
プレセッション開催にあたり（共同代表挨拶） 

  

 

柏女 霊峰 

（共同代表／ 

淑徳大学総合福祉学部 特任教授） 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。本日は第 6 回 FLEC フォーラムプ

レセッションに WEB 参加いただき、本当にありがとう

ございます。主催者である、全国家庭養護推進ネットワ

ークの共同代表の 1 人である柏女と申します。今大会は

公益財団法人 SBI 子ども希望財団の助成の下、今回も早

稲田大学総合研究機構に共催をいただいております。明

日から第 6 回 FLEC フォーラムが本格的に開催されます

が、本日のセッションはそのプレセッションの位置づけ

となっており、全ての方に無料参加いただいています。

私からはこのプレセッション開催にあたってのご挨拶と、

明日からの本フォーラムの趣旨についてご説明を申し上

げます。 

開催案内にもありますように、わが国の社会的養護は

今大きな転換期を迎えつつあります。令和 5 年 4 月、こ

ども家庭庁が発足し、社会的養護を含めた子ども関係の

政策がこども家庭庁に一元化されました。そのこども家

庭庁において、令和 6 年 4 月から改正児童福祉法がいよ

いよ施行されることとなります。また次期社会的養育推

進計画の策定作業が全国で一斉に始まることとなります。

その中では様々な新たな施策、事業が施行されるととも

に、1 つの大きな政策の流れとして、子どもたちへのパ

ーマネンシー保障が強く打ち出されることとなります。

ここで言うパーマネンシー保障は、特別養子縁組等の施

策だけではなく、地域の子どもたち、子育て家庭に対す

る家族維持や支援、家族再統合のための支援を積極的に

行うことを含めた概念として用いられています。 

このようなわが国の未来にとって最も重要な政策を、

子どもたちの養育の現場において実際に推進していくた

めには、国の政策や予算、努力だけではなく、様々な関

係者が相互のネットワークを強化、構築しながら、それ

ぞれの現場で関係者が共通認識の下、密接に協力して、

具体的な対策に取り組むことが必要となります。そして

そのネットワークを障害児施策や子育て支援施策、母子

保健施策、学校教育等にも拡大し、連携と協働を深めて

いくこともますます重要性を増してきていると思います。

そのためには、こうした子ども関係の施策に携わる志あ

る方々が広く参集し、理念や哲学だけではなく、人材や

予算の確保も含めた実際の政策につなげていくための議

論を、可能な限り本音で、率直に行うことができるよう

なプラットフォームが必要となります。 

FLEC フォーラムはこのような基本的認識の下に、全

ての子どもたちに家庭での生活を、Family Life for 

Every Child、FLEC という思いを込めて、2019 年から

毎年開催してきました。第 6 回目にあたる今年度のフォ

ーラムでは、こども家庭庁の発足と、来月からの改正児

童福祉法施行、これを見据え、改めてこれからの家庭養

護を考える。これをメインシンポのテーマとしつつ、今

回の児童福祉法改正やこども家庭庁の発足をどのように

して、社会的養護を含めた子ども、子育て施策全体の拡

充につなげていけばよいのか。行政や民間機関はアドボ

カシーや人材育成をはじめとした様々な課題にどのよう

に取り組んでいけばいいのか。これを議論の中心に置い
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報告書 
プレセッション開催にあたり（共同代表挨拶） 

たプログラムを用意いたしました。 

分科会においては、「子どもアドボカシーを当事者の

視点で考える」、「里親支援センターの施行と今後の展

望」、これに加えて「子ども支援、親支援、親子関係支

援も包括する親子包括支援に向けて」や、「これからの

里親制度について本音で語り合おう！」といった、これ

まであまり深く議論されてこなかった課題についても取

り上げて、率直な議論ができたらと考えています。さら

に新たに創設されるこども家庭センターの在り方を問う

第 2 シンポを経て、クロージングシンポジウムでは教育

施策と社会的養護の連携と協働について、文部科学省や

教育現場の方々を交え、実際の現場における連携がどれ

ぐらいできているのか、どのような議論、論点があるの

か等について掘り下げた議論が行われることを期待して

います。 

なお、今回の企画では 2 日目に、メインのプログラム

に加えて、参加者の幅広いニーズに応えるため、フォス

タリングと特別養子縁組の理解を進める 2 つの基礎セッ

ションを、本会幹事により並行開催させていただきます。

さらに最終日には、家庭養護に深く関わる 3 本の映画を

FLEC 映画祭と称して、トークセッションも含めて並行

上映させていただきます。 

これから始まるプレセッションには、最大 500 人の参

加者がいらっしゃいます。FLEC 全体では 600 名の方が

申し込みをされていらっしゃいます。プレでは前回同様

2 セッションとし、「乳幼児緊急里親―実際の運用と課

題―」ならびに「特別養子縁組と養育里親の育児休暇―

課題と展望―」、この 2 課題をテーマとして取り上げる

ことといたしました。前半に、家族維持としてのパーマ

ネンシー保障を取り上げ、後半に特別養子縁組や養育里

親の育児休暇問題を取り上げ、いずれもパーマネンシー

保障にとって重要な個別論点を取り上げて、先駆的実践

にも学びつつ議論することといたしました。企画内容の

詳細はそれぞれの担当幹事である上鹿渡氏ならびにロン

グ氏から趣旨説明がありますので、ぜひご参加いただき

たいと思います。 

プレセッションは今回も WEB 参加のみとさせていた

だき、参加費無料で参加できるほか、事後動画の配信も

させていただくこととしております。プレセッションの

みの申し込みの方は 80 名ほどいらっしゃいますが、こ

のプレに参加され、有意義なひと時を過ごされた方々は、

ぜひ明日からの本フォーラムにもご参加いただきますよ

うお願いをいたします。詳しい内容、参加方法について

は共生社会推進プラットフォームのホームページをご参

照ください。 

それでは、皆様方のご協力により、実りある議論とな

りますようお願いをして、私の挨拶、趣旨説明とさせて

いただきます。皆様、3 日間どうぞよろしくお願いいた

します。 
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報告書 
プレセッション① 

「乳幼児緊急里親－実際の運用と課題－」 

 

 

プレセッション① 

「乳幼児緊急里親－実際の運用と課題－」 

 

パネリスト： 

高橋恵里子（公益財団法人日本財団 公益事業部 部長） 

 河野 洋子（大分県中央児童相談所 所長） 

 柴田 智美（NPO 法人 chieds チーフソーシャルワーカー） 

 榎村 麻子（公益財団法人日本財団 公益事業部 子ども支援チーム準チームリーダー） 

 中村 豪志（早稲田大学社会的養育研究所 研究助手）    

コーディネーター： 

上鹿渡和宏（早稲田大学人間科学学術院 教授、早稲田大学社会的養育研究所 所長）           
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プレセッション② 

「特別養子縁組と養育里親の育児休暇－課題と展望－」 

 

パネリスト： 

林   歓（厚生労働省 大臣官房企画官（雇用環境・均等局併任）） 

 長田 淳子（二葉乳児院 副施設長、フォスタリングチーム統括責任者） 

 岩﨑美枝子（公益社団法人家庭養護促進協会理事） 

 

助言者： 

 國澤 有記（こども家庭庁支援局家庭福祉課児童福祉専門官）  

 藤井 康弘（代表幹事／元厚生労働省障害保健福祉部長） 

 

コーディネーター： 

ロング朋子（一般社団法人ベアホープ 代表理事） 
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